小平市障害福祉計画・第1期（2006～08年）

（１）基本的方向性

① 入所施設等から地域生活への移行を推進します

② 福祉施設から一般就労への移行等の就労支援を充実します

③ 日中活動の場を確保します

④ 相談支援体制を充実していきます

⑤ 地域で自立生活を営む方を支援します

（２）数値目標

①施設入所者の地域生活への移行　112 人（身22、知90）のうち12 人（Ｈ23年まで）

②退院可能な精神障がい者の地域移行　退院可能精神障害者数74 人のうち37 人（同上）

③福祉施設から一般就労への移行　Ｈ23年度に27人移行（平成17 年度実績の３倍）
（３）障害福祉サービス見込み量

	サービス
	18年度
	23年度

	居宅介護・重度訪問介護・行動援護・重度障害者等包括支援
	8,815時間/月
	11,800時間/月

	日中活動系サービス（成人通所）
	29人/日
	581人/日

	共同生活介護・共同生活援助
	64人/日
	95人/日

	施設入所支援
	0人/日
	111人/日


（４）地域生活支援サービス見込み量
	サービス
	18年度
	23年度

	移動支援（個別支援）
	88人・1,027時間/月
	163人・1,902時間/月


小平市障害者団体連絡会・中間提言（2007年4月）

（１）基本理念

1 自己決定の尊重

2 どんなに障害が重くても地域で自立して暮らしていけるまちづくり

3 多様な自己実現のための就労支援と日中活動の場の充実

4 豊かな人生を生きるための余暇活動や生涯学習の機会の保障

5 ライフステージに応じた多様で一貫した相談体制の充実と連携の強化

6 暮らしにくさを解決するために固定した障害の枠にとらわれず支援する

7 市民参加のまちづくりと小地域の住民活動の活性化

（２）目標数値

	サービス
	18年度
	23年度

	居宅介護・重度訪問介護・行動援護・重度障害者等包括支援
	
	15,000時間/月

	移動支援（個別支援）
	
	2,500時間/月

	日中活動系サービス（成人通所）
	
	623人/日

	共同生活介護・共同生活援助
	
	128人/日


